
予算要求資料
平成30年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農山村振興費
	事業名　新 森のごちそうの里体制整備事業費補助金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　農政部　農村振興課　鳥獣害対策室　鳥獣害対策係　
電話番号：058-272-1111（内3176）

　　　　　　　　　　　　E-mail：c11427@pref.gifu.lg.jp　
１　事業費　　27,000千円（前年度予算額：0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	27,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	27,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　県では、捕獲したイノシシ、シカを地域の有用な資源「森のごちそう」として捉え利活用を推進している。平成29年度は、捕獲、解体、食べる、ＰＲが相互に連携した拠点「森のごちそうの里」づくりを進めてきた。
　　この取組をより発展的にしていくためには、精肉販売にとどまらず、実需者の希望にそった商品づくりを行い流通させていく必要があるが、そのためには厚生労働省の進めるＨＡＣＣＰ（2018年義務化）に対応した加工施設の整備が必要となっている。
（２）事業内容

　　ジビエの一層の販売促進を図るため、特に飲食店からの需要が高いジビエ

加工商品の製造拠点整備に係る経費を助成する。
【補助対象】

　加工処理用建物、給排水設備、加工用設備、冷蔵・冷凍設備等ＨＡＣＣＰに対応した食肉製品製造施設整備に必要な経費等

【事業主体】揖斐川町
　【補助率】22.5％以内

（３）県負担・補助率の考え方

　　捕獲した鳥獣の処理については、県が鳥獣被害対策を進めていき上で緊急の課題であり、県負担は妥当。
　　ＨＡＣＣＰに対応した施設整備に係る経費負担は大きく１／４以内と設定する。
（４）類似事業の有無
　　有（鳥獣被害防止総合対策交付金）

　

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	補助金
	27,000
	ＨＡＣＣＰに対応した施設整備に係る補助

	合計
	27,000
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　・岐阜県鳥獣被害対策本部において協議

　　・岐阜県鳥獣被害対策本部「鳥獣害対策・ジビエ長期戦略」（H29～33）

（２）国・他県の状況

・鳥獣被害防止特措法において、食用としての利活用に対し支援を講じることが明記。このため国では、鳥獣被害防止総合対策交付金の中で、解体施設への支援を実施している。　　　　
（３）事業主体及びその妥当性
　　・ジビエの利活用を進めるうえで必要不可欠な事業であり妥当性がある。
県単独補助金事業評価調書
	■  新規要求事業

	□  継続要求事業


	補助事業名
	森のごちそうの里体制整備事業費補助金

	補助事業者（団体）
	揖斐川町
（理由）町営の解体処理施設から獣肉を受け入れ、加工できる団体であるため。

	補助事業の概要
	（目的）ＨＡＣＣＰに対応したジビエの加工施設整備
（内容）加工処理用建物、給排水設備、加工用設備、冷蔵・冷凍設備等への助成

	補助率・補助単価等
	（内容）22.5％以内
（理由）ＨＡＣＣＰに対応した本県ジビエの拠点施設として整備するため。

	補助効果
	本県ジビエの利活用拡大

	終期の設定
	終期３０年度

（理由）
本県の拠点施設として整備するため。


（事業目標）
	「森のごちそうの里」において、年間5,000頭のイノシシ、シカがジビエ処理され、首都圏レストランや百貨店等への安定的な流通が行われている。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前

(H28年度末)
	目標

(H30年度末)
	目標

(終期)

	①ジビエ処理頭数
	954
	5,000
	5,000

	②
	
	
	


	
	H26年度
	H27年度
	H28年度
	H29年度
	H30年度

（要求）

	補助金交付実績
	千円
	千円
	千円
	(予算額)

千円
	(要求額)

27,000千円

	指標①目標
	
	
	
	
	5,000

	指標①実績
	
	
	
	(推計値)


	(推計値)

5,000

	指標①達成率
	％
	％
	％
	(推計値)
％
	(推計値)
100％

	指標②目標
	
	
	
	
	

	指標②実績
	
	
	
	(推計値)


	(推計値)



	指標②達成率
	％
	％
	％
	(推計値)
％
	(推計値)
％


（前年度の成果）

	


（今後の課題）

	全国的にジビエへの関心が高まる中で、岐阜県のジビエが有利に選択されるためのブランドづくりが必要。


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)
〇
	安全安心なジビエの流通のためには、ＨＡＣＣＰに対応した加工処理施設が必要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）
〇
	　他県に先駆けＨＡＣＣＰに対応した加工施設を整備し稼働させることで、岐阜県のジビエのブランド力を高めることができる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)
〇
	　本県のジビエ加工施設の拠点として位置づけ、県下からのジビエの集約及び流通を行うため効率的である。


（事業の見直し検討）

	　獣肉利活用の状況を踏まえ検討



（終期到来時の翌年度以降の事業方針）
	継続・削減・統合・廃止
（理由）

拠点施設の整備が完了次第終了する。



